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成29年7月27日に開催された都
心三宮再整備推進会議におい

て、三宮再整備計画である、「えき≈まち
空間」基本計画の素案が発表された。
この計画は、「えき」(６つの駅とバス乗
降場)と「まち」をつなぐ空間を「えき≈ま
ち空間」と名付け、誰にとっても使いや
すい、神戸の玄関口にふさわしい空間と
して整備するという計画であり、なかで
も、「えき≈まち空間」の核として位置づ
けられているのが、三宮交差点を中心
にフラワーロードと中央幹線の一部に
おいて、人と公共交通を優先する「三宮
クロススクエア」という空間である。

の空間の最大の魅力であり課題
なのが、「車を止める」ということ。

つまり一般車両が進入できないように
することである。フラワーロードの南北
相互通行、中央幹線の東西相互通行
がUターン交通や行き止まり右左折交
通に代わるため、三宮交差点の半径
1～1.5Km圏の自動車交通網への影

響が大きいことは容易に想像される。元
町商店街に対して、最も大きな影響があ
ると考えられるのが、鯉川筋の自動車交
通及び歩行者空間である。

年前の2014年11月に2日間にわ
たり、鯉川筋の北行1車線を減らし

て、自動車交通への影響と、歩行者が多
い道路における自転車利用のあり方を検
討するという社会実験を実施した。結果
として、「元町駅東交差点での右左折車

両対策や観光
バス・荷捌き
等の路上駐停
車対策等によ
り、歩行者空
間を広げるこ
とができる可
能性を確認で
きた。」「自転
車利用マナー
の向上、路上
駐輪対策によ
り、歩行環境
の向上を図る
ことができる

可能性を確認できた。」といったこと
が考察されたものの、その後この話は
次の展開が見えないままとなってい
る。

宮クロススクエアの完成は30
年後だと言われているが、一部

供用開始は、10年以内に実現する目
標で進む想定である。「えき≈まち空
間」基本計画の素案は、「空間構成の
考え方」「交通計画の考え方」「景観
形成の考え方」という3つの柱で構成
されているが、いまみなと元町タウン
協議会が取り組んでいる地区計画の
策定にあっては、「空間構成の考え方」
「景観形成の考え方」が直接的な用
途ではあるものの、敷地の前の道路
の性格が異なると当然ながら、空間
構成も景観形成も大きな影響が出る
ことは明らかである。タウン協エリア
での地区計画を検討していくにあ
たっては、こうした周辺の開発動向、
まちづくりの動向も視野に入れて、こ
のまちがどうあるべきかを議論して
いく必要がある。

三３

永

こ

平

三宮のクロススクエアはこれからの元町にどう影響するか
ゼンクリエイト　根津　昌彦
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　栄町通まちづくり委員会は９月８日（金）
１０時から１０時３０分まで、栄町通を中
心に、ゴミ拾いと不法ビラ撤去、自転車・バ
イクなどへの不法駐輪警告チラシ取り付け
作業など、栄町通クリーン大作戦を実施し
た。参加者は、（元栄海三丁目協和会）奈良山
喬一、（神戸市住宅都市局）坂田竜一、（広島
銀行）宮浦晋、（㈱トマト銀行）ト部知子、（兵
庫県信用組合）市橋宏起・杉浦早紀、（パナ
ホーム㈱）堀裕臣、（三鈴マシナリー㈱）稲岡
千硯、（神明倉庫）小林孝洋、（イーエスプラ
ンニング）新宅彩潔子、（佐野運輸㈱）志賀俊
之・北島幸宏、（新光明飾）中川俊・藤田直之・
西村友博・篠原博明・大森貴美子、（佐田野不
動産㈱）佐田野宏之以上１８名のみなさん
でした。毎月第２金曜日午前１０時、栄町通
６丁目佐田野不動産前集合の上、実施して
います。お気軽にご参加ください。
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◇神戸元町商店街連合会　℡３８１－０８３１
第２０回神戸元町ミュージックウィーク
　　ストリートコンサート 10月７日（土）８日（日）12時～
　もとまちワインフェスティバルin３ 元町三丁目商店街
　　10月27日（金）17時～21時

28日（土）16時～21時
◇元町１番街商店街振興組合　℡３３１－７８５０
元町占い市　　１０月１１日（水）１２時～１７時
元町1番街水曜市　10月１８日（水）10時～19時
◇神戸街角サロン　℡０９０－３９７３－１７６３（木村） 
第８回うさぎ寄席　（有）ケイホワイト1階
10月22日（日）開演14時（お茶・お菓子代￥500円）

隣乃 玄関・さらら亭 文月・大亭 都若・若鯱亭 夢輔
◇凮月堂ホール（有料）　℡３２１－５５５５
もとまち寄席「恋雅亭」
　　10月１０日（火） 　
　　　桂   そ う ば　桂   三 ノ 助　笑福亭   銀瓶
　　　桂   小春團治　笑福亭   伯枝　桂   南  光
      前売券9月１１日より凮月堂で発売

◇こうべまちづくり会館ギャラリー（無料）　℡３６１－４５２３
１０月５日（木）～１０月１０日（火）
　　第３５回帆船模型作品展（模型）
　１０月１３日（金）～１０月１７日（火）
　　第１０回みなと銀行こうゆう会福友会部会
　　会員作品展（油彩・水彩・写真・書道・その他）
　１０月１９日（木）～１０月２４日（火）
　　２０１７神戸写遊会写真展（写真）
　１０月２６日（木）～１０月３１日（火）
　　第２６回葦の会展(油彩・水彩・ミックスドメディア)
◇元町映画館（有料）　℡３６６－２６３６
１０月２日（月）～１０月６日（金）
　　劇場内防音工事のため休館
　１０月７日（土）～１０月１３日（金）
　　『MOTHER FUCKER』・『さよならも出来ない』
　１０月７日（土）～１０月２０日（金）
　　『望郷』・『ワン・デイ 悲しみが消えるまで』
　『ロスト・イン・パリ』・『逆行』
　１０月１４日（土）～１０月２７日（金）
　　『ハネムーンキラーズ』・『地獄愛』
　１０月２１日（土）～１０月２７日（金）
　　『抗い －記録作家 林えいだい－』
　１０月２１日（土）～１１月３日（金）
　　「ドゥミとヴァルダ、幸福についての5つの物語」
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平野義昌

池長孟　その2　
　池長孟には成人名「国康」という名があった。
《……この孟も国康も、元町の赤壁（後に写真材
料店）の易学をやっていた老人がつけてくれた
ものだと聞かされた。》註1
「赤壁」とは元町通4丁目「和漢西洋薬種所　赤
壁髙濵」（現在「赤壁商店」）のこと。池長家と親
しい交際があったのだろう。
　孟は兵庫県立神戸第一中学校（旧制神戸一
中、現在県立神戸高等学校）、第三高等学校
（旧制三高、現在京都大学）で学び、水泳、剣道
に打ち込み、文学に親しんだ。
　1914（大正3）年、京都帝国大学法律科に入
学する。同年4月、養父・通が心臓発作で急逝し、
孟は学生ながら当主になる。家業は養母と支配
人が補佐した。
　16（大正5）年12月、「東京朝日新聞」「大阪朝
日新聞」が植物学者・牧野富太郎（1862～
1957）の困窮を報道した。借金3万円（現在なら
約1億円）、牧野は植物標本10万点を手放す覚
悟だが、救ってくれる人がいるなら散逸させず
標本館を設立してほしいと語っている。標本は
海外に流出する可能性があった。
　牧野は高知県出身、学校教育を受けず、ほぼ
独学で植物学を学び、東京帝国大学研究室助
手から講師になった。生涯に命名した植物は
1600種、後に日本植物分類学の父と評価され
るが、当時は「不遇の植物学者」（「東京朝日」記
事）だった。日本の植物学は古来の本草学から
近代科学に移行する過程で、研究には古今東
西の文献資料が不可欠。借金してでも高価な本
を買わなければならなかった。造り酒屋の長男
で実家の援助があったが、それも使い果たした。
家賃を溜めては住まいを追われ、大家族で生活
費の借金や娘の結婚費用も書籍・資料購入費
にしてしまう。
　記事掲載後、援助の申し出が2件あった。大
阪の実業家・久原房之助（日立製作所、ジャパ
ンエナジーなど多く大企業の基盤となった財閥
創始者）と京都帝大生・池長孟。孟は「大阪朝日」
社会部長・長谷川如是閑を訪問し、直接意思を
伝えた。牧野は池長家の援助を受けることにす
る。美談である。
　池長家の提案は、牧野の標本を3万円で買い
取って牧野に再寄贈する、牧野家に毎月生活補
助をする、という内容。牧野が標本寄贈を固辞
したため、孟は標本館として植物研究所を設立
する。建物は池長家所有の兵庫尋常高等小学
校の旧講堂。同校新築に伴い通と同窓会が引
き取り、会下山公園に移築した。その年、大正元
年にちなんで「正元館」と命名され、通が館長に
就任。通の死後、同窓会は彼の功績に感謝して
池長家に譲渡した。
　孟は、研究所で標本を整理して公開し、植物
研究の拠点にしようと考えた。図書室を設け、
牧野の蔵書も買い取った。研究者が開設した
岐阜の昆虫研究所や京都の貝類博物館の視
察、備品・古書購入にも同行している。
　牧野は借金から逃れ、学問に専念し、植物研究

所を開くはずだったが、標本整理は進まない。
牧野主宰の研究雑誌が資金不足で、孟はまた
援助をした。そんな折、牧野が援助金で遊興し
ていたことが発覚。孟との間に険悪な空気が生
じてくる。
　18（大正7）年10月31日、標本未整理のまま
〈池長植物研究所〉開館。開所式は3日間にわた
り、招待客は総勢160名を超えた。
《……会場の設営から、料理の内容、そして記念
品の一つとして配った絵葉書セットのデザイン
に至るまで、すべて池長自身が自分の好みに
従って采配をふるった。こうした凝り性は、まさ
に池長らしい特徴であり、その念の入れ方はい
かにも趣味人という印象が強い。》註2
　同年11月、孟は荒木正枝と結婚、12月志願兵
として入営、20（大正9）年除隊。
《……牧野先生は植物学においては偉い人であ
るが、しめくくりがつかない。標本も新聞に挟ん
だままで、ちっとも整理が出来ない。（中略、研
究者たちが来て質問・植物談義、採集。標本は
人任せにしない）私も着手する前からこんな先
生の欠陥はよく知っていたので、それを押しきっ
てやるつもりであったが、その肝腎の私が兵隊
にとられてしまったので、気がぬけてしまった。
さらに私が洋行するに及んで一層進行がはば
まれた。》註1
　孟は標本類を京都帝大に寄贈する案を出す
が、牧野は姫路連隊にいた孟に面会して反対
意見を伝えた。植物学者・白岩卓巳は孟の入営
や旅行を、「一種の逃避行動」と見る。註3
　孟は牧野の作業が進まないことに業を煮や
し、長谷川如是閑に催促してくれるよう依頼して
いる。養母も池長家の支援事業が進展しない
不満を孟にぶつけていた。長谷川は牧野の標
本作成作業を実際に見て、その丁寧な仕事を、
「立派な芸術品」と評価。催促はできないと、孟
親子に伝え了解を求めている。註4
《あまりに学究肌でその美点である無頓着さと
一種の無責任さをもつ牧野、一方で結果を急ぐ
若い館主・池長の擦れ違いです。》註3
　21（大正10）年、孟は神戸市学務委員就任、22
年欧米旅行、23年育英商業学校校長兼校主就
任。公私とも多忙が続いた。牧野は定期的に神
戸に来て、採集や講演、研究指導を行っている。
　25（大正14）年、孟の妻・正枝が亡くなる。孟は
紅塵荘建設、再婚・離婚、仕事は多忙、美術品
蒐集も始めた。28（昭和3）年には牧野の妻が病
死する。牧野標本は相変わらず未整理のままで
ある。池長家からの援助金は途切れ途切れに
なった。牧野は池長家から離れる決意をし、新
しい支援者を探した。神戸・関西での講演会、採
集などは続けていた
が、宿泊は池長家で
はなく、新しい支援
者でもある栄町通の
西村旅館になった。
　40（昭和15）年、ふ
たりは節目を迎える。
4月、孟は池長美術館

を開館し、9月には牧野が『牧野日本植物図鑑』
（北隆館）を出版。41年6月、牧野は満州でサクラ
を調査し、標本5千点を持ち帰る。
《池長は待ち構えていたように、池長植物研究所
内の標本、図書全部を牧野に返還することを発
表します。（中略）池長の美術館完成による自信
とプライドが、最後までパトロンとしての立派な
行動をとらせたのでしょう。一時の憎悪の思い
とは別に、池長の牧野に対する尊敬の念（牧野
にとっても）が、貴重な日本の植物標本、書物を
牧野のもとに返させたのです。》註3
　牧野がこのときの気持ちを揮毫している。
「氣になつた我子もどりし歓喜哉」註1
　標本は東京の華道家が寄贈した標本館に所
蔵された。池長植物研究所建物は海軍の軍刀
を製作する菊水鍛刀会に寄付され、その後海
軍省の管理となった。
　池長植物研究所は実現しなかった訳だが、
では、孟の援助は無駄だったのか？　
　牧野は研究を続けられ、学者として大成した。
また、貴重な標本と蔵書がまとまって残った。孟
が植物研究所で25年間保管したことは大きな
意味がある。昨今、学者や作家が亡くなると、そ
の蔵書や研究資料を保存・活用されることなく、
古書市場などで散逸してしまう。公的機関は寄
贈を受けても維持管理する経済的余裕がない。
　孟には、頑固な学者との交際は後の美術蒐
集家との交渉に役立っただろう。研究所の経験
は美術館創設・運営につながっている。
　牧野支援は正枝との結婚にも影響した。荒
木家に縁談反対者が多く、破談になりかけて
いた。正枝の兄が孟の学友たちを訪ね、人となり
を調べた。性格、人望、暮らしぶりなど大いに好
意を持った。何よりも、牧野を援助した学生が孟
であると知り、両親・親戚を説き伏せた。
《この不運な世界的植物学者と大学生につなが
る美しい物語りを聞くに及び、私は当時少なか
らず感激に打たれた。これからの日本は、こうい
う人物を最も要求して居る、富豪として、真に金
の使い方を間違えない人物であると衷心より未
知の大学生池長に対し、ひそかに敬慕措く能わ
ざるものがあった。》註5
　このような因縁がありながら、人の世は無情
である。
註1　池長孟「自筆備忘録」（『南蛮堂コレクションと池長孟』展
覧会カタログ、神戸市立博物館、2003年、所収）
註2　高見澤たか子『金箔の港』　筑摩書房　1989年
註3　白岩卓巳『牧野富太郎と神戸』　神戸新聞総合出版セン
ター　2008年
註4　長谷川如是閑「序」（牧野富太郎『植物學九十年』宝文館、
1956年、所収）
註5　荒木重義「孟君を憶う」（『池長孟追憶志』池長孟君を偲
ぶ会、1955年、所収）

会下山公園に残る池長植物研究所跡。

出来事ファイル

　８月４日（金）、結婚式場など、神戸のブライ
ダル関連企業で組織する「神戸ウエデイング
会議」は、新しい「神戸ウエディングクイーン」
３人を選出する最終審査会をエスタシオン・
デ・神戸の１階ホールで開いた。奈良教育大
学生の明頓百華、大阪芸術大学生の羽田優
里奈、大阪歯科大学生の寺浦帆南の３名を
新しいクイーンに選出、１年間活動する。

■第８代神戸ウエディングクイーン決定
　百白会・グリーンロードの会・元栄海民生
児童委員協議会とハーバーランドあんしんす
こやかセンターの協力で開く健康づくり体操
教室「みなと元町健康サロンすずらん」は８月
２９日（火）１０時から、１１回目の脳活健康
体操をまちづくり会館で実施した。男女合わ
せ３１名が参加、さわやかな汗を流し、お互
い今日の元気に感謝して会場を後にした。

■健康サロンすずらんで若返り
　鯉川筋に面した南京町への入り口長安門
付近で駐停車する観光バスが多く、交通障
害になっていることから、神戸市は、貸切観光
バスを対象に乗降分離の実証実験を１１月
２４日（金）～２７日（月）まで行うことをきめた。
南京町入り口に近い栄町通に降車のための
停車場を２か所、乗車場所１か所を設けて
実験を行う。鯉川筋は、駐停車対象外道路。

■神戸市 貸切観光バス乗降分離実験計画きまる

　兵庫県が、地域活性化のためボランテイア
の人材で組織する神戸地域ビジョン委員会
のメンバー「おしゃれ港・元町べっぴんグルー
プ」が、８月末「西元町ぶらり珈琲散策マッ
プ」を完成、配布した。元町商店街の４丁目
から６丁目まで、喫茶店の座席数や主なメ
ニュー、営業時間など、散策時に欠かせない
情報をとり入れ各店別に紹介している。

■べっぴんグループ　珈琲散策マップ作成
　９月９日（土）は救急の日、元町商店街では
中央救急フェアが開かれた。神戸市中央消
防署長から１日救急隊員に任命されたこう
べ小学校、山の手小学校のこども救急隊員
１５名も揃いの制服姿で参加、６丁目入り口
で任命式を終え消防音楽隊とともに１番街
に向かって行進、途中、４丁目での小休止を
挟み、行き交う人たちに救急の日をＰＲした。

■こども救急隊員１５名　堂々の先導役

　地域コミュニテイによる防災活動の推進
をはかるため、神戸市防災会議は地域の団
体が地域居住者等と合意の上作成した避
難計画を神戸市地域防災計画として市防災
施策との連携をきめた。２０１３年弊協議会
作成の東南海・南海地震津波防災計画を市
の防災施策対象規定とする提言をうけ、８月
の役員会で承認、市の規定として運用される
ことになったもの。

■協議会作成『防災計画』が神戸市の規定に

　８月２６日から９月３日まで、全丁にわたり、
元町商店街イベント写真展、元町店主のス
マイル写真展、写真コンテスト入選作品展、
みなと元町探検まち歩き写真展をまとめて展
示した。店を背景にした店主のにこやかな
顔・かお・カオ。コンテストではダイナミックな
元町界隈の表情があり、元町探検まち歩き
ではユニークな子供の視点や構図が印象的。

■元町商店街イベント現代写真展

　ＪＲ元町駅東口広場は、花壇や青空喫煙
所、コベリン駐輪場などに利用されてきた。神
戸市は、同広場をウオーターフロントへの玄
関口と位置づけ、「まちなか拠点」として待ち
合わせや休息などが可能な空間整備を行う
ため、整備イメージ案を募集していたが、この
ほど山本修ほか３名のグループによる最優
秀賞を決定、来年３月の完成をめどに改装
する。

■元町駅東口前広場改装案きまる
　9月6日（水）、神戸駅東クリーンチームは３
チームに分かれてクリーン作戦を実施した。
各通りからごみ類が取り除かれていくなか、
Ｄ５１を設置した小公園の中にはごみの散
乱がめだつものの，Ｄ５１を囲む柵にはばま
れて立ち入ることができず、クリーンチームと
しては心残りな一角。作業時間中だけ立ち入
れないか管理者に協力を依頼することに。

■神戸駅東クリーンチーム活動報告

左から明頓･畑田・寺浦さん 実験で乗車場に予定されているあたりの栄町通

完成後のイメージパース 奈良山会長らとエスタシオン・デ・神戸グループ

（№17−10）海という名の本屋が消えた（47）
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